
Abhinavagupta の 禅 定 論

佐 藤 道 郎

Abhinavagupta (A. と略)の Bhagabadgitarthasamgraha 加 の中の修行に関する

所説, 特 に静慮(dhyana)に ついての第2章 のYogaの 部分39-72偶 の注釈 を

主 に考察する。他にXVIII, 52等 にも散説され, 更にTantraloka でも関説され

ているが, ここから始める。39-61偶 の主題をA. によつて以下にあげる。業果

の束縛の脱却にはVedaの 文句や儀式に依 らず, 無執着に事の成否を問わず平等

観を以てYogaを 実習せよ。かかる理性の修練は業果を離れ, 迷妄を超えて不動

とな り, 心中の欲望を捨て自己に知足し好悪に中立を達成する。しかし感官が心

意を運ぶので, 至上神に専心帰依 して坐すべきで, そのとき感官が制御され, 理.

性が確立するとい う。

これらの諸偶についてA. はYoginの 境涯を中心に述べ る。Yogipは 不動 の

三昧に住し, 理性の実習により業果を捨離 し, 智慧が確立され, 梵的存在に達 し

ている者であるが, Yoga実 習について以下の4つ が問われる。1:如 何なる言語

的表現が適当か, 2:そ の自相は如何であるか, 3:如 何に坐すべ きか, 4:反 復

修行しつつ如何にして了達すべきかである。これらの所問は段階的に解明され確

定される。感官的世界と異なる特質をもつ坐によつて最高我と合一せしめる。そ

の際, 味覚は消失するが, Yoginに は至上神の知見からの染着 も存しない。他の

苦行者にはそれらの味覚は消失せず, 意:を感官に:運ばせられる。Yoginに よって

心意は克服せられるとする。神に帰依 し, 自らをAtmanを 至上神とみなし, 反

復修習するがよいと教示する。以上の後にDhyanaを 中心的主題 とす る62～72

がつづ く。主題は以下の如 くである。外境に執着する欲望, そこから念怒迷妄, 

記憶の混乱, 理性の喪失と滅亡が継起するを説き, 感官の制御自制により平安 と

な り, 苦悩の除去, 理性の確立を教示する。修行における感官と対象 との関係を

抑制と思慮と我欲の捨離と自我意識なく行動することの達成が言われ, この境地

を梵即浬葉の境地 とする。

これについてA. の注釈 を本文の引用を除いて示すと次の如 くである。

「苦行者達は対境を捨離し, 対境の把握に完全に精通するであろう。何となれば彼らは

静慮し, 捨離しているからである。静慮の時に妨害等が起こつても, 如実に変わらず, 
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顛倒を放捨 して智慧 性が確 立 してい るのであるか ら。しかし意 が抑制 され てい る人, そ

の人は対境 に, また意 に迫 られて も, 急怒 等の波動 がお くられ て来 て も, その智慧 の確

固た る人は, 正 し くYoginで ある とい う趣意 である。 そし てYoginは 一切 の世間 の

慣習を為 しつつ も世聞 を超 出 してい る。主宰神に よって注意深 く観 察せ しめ られ た者 が, 

凝縮 してその 自相 を述べ る。一切の生類 の夜が迷乱 してい る幻(maya)で あ る そ こに

おい て, 聖者はめ ざめてい る。何 故に この(迷 妄 の夜)は 捨 て られ るべ きかとい う。そ

して世間(Loka)が め ざめ てい るそ こに:おいて, 聖 者のその夜 は10の 多様 な望 ま し き

ものを作 る。それ故 にその世間 は世俗の慣行か らめ ざめていない。 この幻は実にその迷

乱 性において名色を, そ して楽 の継 続の外観 を もつ ものである。 その鍔合, 世間 は以前

のその幻の 自相 を把握 してもまた第二番 目の外観に縛 られた想 を な す。 しか しYogin

はか くの如き顛 倒せ られたそれ らの迷 執をそ こで根 こそぎにす るために諦観す る。真 に, 

不 正な知 をみつつある人 が, そしてまた不正 な知 は侵害 され たこ とによるか ら, それ ら

の楽 の継続 を信 じている人 が見 るのは, 正 し くその夜 であるとい うことは明 白で ある。

あるいは, Yoginが 知 におい てめ ざめ てい るその場合, 一切の痴愚 は無知 にめ ざめてい

ない。 そ こで衆生 にめざめていないとい うのはまた明 らか なことで ある。Yoginは 欲 望

の対衆 と外的 に離れ ていな くと も, しか し感官 の本性 によつて対象 の中に入 りつつ も, 

あたか も河 の奔流 が太洋 に行 くよ うにでは決 してない。 か くの如 きが第三 の確定であ る。

か のYoginは 一切の欲望 を放捨 したことか ら, 寂静の形相, 解説 に赴 く。これが 梵 の

実在 である。 臨終 の唯一 の瞬間 に確定 し, 安住 に達 し, 身体 の区別 に従 つて, 最高梵 を

獲得す る。 ここにお いて四 つよ り成 る問題が確定 した。 か くの如 きがSivaで あ る。 こ

の章句 が要約 である。」

以 上 にお い てみ られ る執 着 を離 れ る過 程 は, まず 外 的 対 象 を拾離 し, そ れ と相

関 的 な内 的 な意 を も離 れ る こ と を第 二 とす る。 第 三 は, 現 実 に対象 が あ って もそ

れ に執 着 しな い こ と で あ り, 第 四 は, 梵 な る浬 繋, 即 ち こ こ で はSivaと 一体 化

す る こ とで あ る。 外 的 客 観 的 対象 か ら離 れ て も, 心 が そ の対 象 に付 着 した り, あ

るい は, 対象 か ら無 執 着 とな つた 心 の 状 態 に執着 す るな らば, そ の足 跡 を残 して

い るか ら執 着 して い る とい え よ う。 日常 生 活 にお け る事 物 との か か わ り合 い に お

い て, そ の さ 中 にお け る無 執 着 の実 践 法 を教 示 し てい る。Gitaそ の も の の こ の

箇 所 や そ の他 の 所 説, シ ャ ンカ ラ等 の 説 は 詩 的 では あ るが, 羅 列 的, 複 合 的, 平

面 的 な 印 象 を与 え, 哲 学 的 に統 合 せ られ た 見 地 を示 す もの とは い い 難 い。 が, A.

の 注釈 の 説 は 立体 的, 統 一 的 で一 元 的 見 解 で あ り, KashmirのSaivaの 一 元 論

をここにみることができる。Gitaを 介 してSaivaの 実践を示すことが意図 され

ている。無執着に, 無我において対象や自心を明確に理解することと, 迷妄の夜
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のMaya的 なものを根 こそぎ徹見する実践的方法2)がここで静慮を中心にして明

確にYoginの 境涯から述べられている。

さて次に, この章以外におけるこの問題の展開, 即修行の実際の展開を追 う必

要がある。紙面の都合上要約 して, このA. の展開した注解を第18章 までにわ

たつて見ていこう。執着なく, 我所なく行為することの強調(:第3章), この世界

に:おける各々の行為においてただ唯一なる神をのみ想起すること(:第6章), Siva

神は内外到るところに現前 している。神の本性は顕現 している(第8, 9章)と す

る。各々の思惟 と行動は神の中で行なわれているのであって, その動きの中に思

想はな く, 神は一切の源泉である(第10章)。 この世界の生成 と三界 は神 の直観

においては, 神は一切に遍在 し, 清浄, 不清浄の区別な く, Yoginに とっては世

界は一つである。この宇宙的意識においてSiva神 と一体化する(第11章)。Yogin

は 致 る所 でSiva神 の実 在 を み る(第12章)。 か く して神 を識 る な ら ばPurusaと

Prakrtiは 二 つ で は な く一 つ で あ る。 三 徳:は個 々 には あ って もuniversalな も の

で な く, 三 徳 を も の と し て で な く一 動 の波 動(Spanda)の 如 くに解 す る(第13, 14

章)。 一 切 の活 動 の 中 にお い て の修 行, す なわ ち禅 でい う動 中 の 工 夫 と で も い え

る こと が認 め られ る(第15章)。 善 悪 の 分 別 を離 れ, しか し悪 を な さ ず, 人 生 の

究 極 をSiva神 との合 体, Siva神 へ の帰 依, 業 苦 か ら の解 脱, 分 別 知 を砕 くこ と, 

これ がvis即 即 ちSiva神 の世 界 で あ る。 自 己, 我 の美 化 で な く, 自己 の行 為 の

あらゆる時 と鍔所で, Siva神 との合体を得る事を事として行為せよ(第16-18章)

ということが結吉論である。

A. のGlta注 の特徴は, 文字どお り各々の偶に語義を解説し, 文脈を追って解

説を加える注釈, あるいは他の学説を批判することをも含めている類の注釈書で

はなく, 時 として語句を追 うことはあっても, その章句における問題の提示とそ

の解 説 とみ られ, い わ ばGtaの 一 小 綱 要 書 とい え る。 そ の 鍔 合, Siva派 の伝 統

と彼 の見 地 を述 べ て い る と一 般 にみ られ るが, こ こで は一 元 論 的 な理 解 をYogin

の境 涯 と解 脱 の方 法 を 中心 と して述 べ て い る と指 摘 し得 る。

静 慮 に つ い て の以 上 の理 解 は, Gitaの 注 釈 と い う形 で み ら れ る が, そ れ よ り

も独 立 か つ体 系 的 に哲 学 が述 べ られ て い る。A. の 主著, Tantraloka3)中 の 静 慮

の説 を み て い き, Gitaに お け るそ れ の 理解 に資 した い。Tantralokaの 第5章19

b-42に 静 慮 にお け る精 神 的 方 法 が ま とめ て述 べ られ てい る。 そ の前 に, 第4章

92-96偶 にお い て静 慮 の位 地 づ け をみ る と Pratyhara, dharapa, dhyana, sama-

dhi の順 を 追 い, この 点Yoga-S廿traの 八 支 と同 じ順 で あ る。 制 感 とは, 対 象 と
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の 眼 等 の 感 官 の 結 合 を解 き, 内 的 固執 の外 は何 もな い こ とで あ り, そ の 内的 固執

は まだ 結 合 され て い な い 繋 縛 の 固 執 で あ る。 執 持 は あ る対象 に精 神 を結 合 させ る

こ とで あ り, 静 慮 は(そ の対 象)と 相 等 な識 の相 続 で あ り, 完 全 な没 入(astamita)

で あ る。 しか し三 昧 に お い て は 常 に意 識 に所 知 と同 一 が 生 じ, 所 知, 能 知 の二 元

(の対立)が な くな る。 これ ら執持 と静 慮 と三昧 は 三体 同 一一の組 織 で あ り, 継 目は

な い。 最 高 の 意識 を 得 よ うとす る限 り, そ れ に よ って は何 の 効果 もな い。 以上 の

よ うな位 置 づ けか ら, 更 に静 慮 に つ い て の 記述 を上 記第5章 か らみ て い くと, 静

慮 は 以 下 の よ うな特 質 を持 って い る。

「自立 的に光 り輝 く精 神の本性 は心 中に確 立 している。 その心 の内部にある もの を みる

真 実を知 れ るものは, あたか もKadahの 花序 が(多 くの花の集 ま りで あって)半 球形

をつ くり, 内で もあ り外で もあ ることがいた るところで同時 に存 する如きを見 るよ うだ

と響えてい る。太陽 と, 月と火 との結 合を静慮 してい るYoginは 注視 しなければな らな

い。 このYoginの 静慮 か ら, 丁度 の発火 のため二本 の木 を激 しく擦るよ うにして火 が

燃 え るようにBairava(Siva)の 火が心中の聖 なる大 きな空処 にお』いて発火 し, 燃 え広

が る。太 陽 と月 と火のSaktiに おい ては三体 同一体で あ り, 無限の功能 を持つParaと

ParaparaとAparaと 相応す る。創 造 と保持 と消滅に よつてそれ ら三 つには各々の相 が

あ り, 第 四の ものは限定 され ない具体的 な, 造作 され たものでない。 この よ うに, Para

等のそれ らは女神に よって太 陽の円盤 に現存 し, 12で あ り, 一 つ一 つ, 太陽 と月と火 と

それ らの消滅 の現前 である。 この無上 の輪(cakra)は 心か ら眼等に よって, 空 中を通 っ

て流 出す る。 あれ これ の所知 の領域 にわたって も同様 である。 そのために, その創造 と

保持 と破壊 の順序 に従 って, 太陽 と月と火 の光 を本質 としてい る ものは, この車輪 の光

によつて現形が不動 に確定 している。か よ うに, 声等 の対象 におい ては, 耳等 の空腔 を

通 ってその輪 によって生起 してお り, 同一 の性質 か ら成 り立 っている ものと考 える。 こ

の決 まつた仕方 によって, それ はどこにで も生起す る。一切 の本質 よ り成 る輪 は大いな

る地上 の一切 の王 国をど こにで も現成す る。 か くの如 く, 一切 の道 の集合 は, 意識 によ

ってと り囲まれ たBhairavaの 大 きな輪 によ って労せず して消失す る。 それ故 に, 一切

の消滅 に於 て も, 潜在 印象 のみによって自己自身が跳 出し, それ によって輪回 し, 輪は

大 と考慮 され るべ きである。 この静慮 によって, このよ うに燃や され るべ きものが消滅

したことによってその潜在 印象 も滅尽す るか ら, 輪 は消滅せ しめられ, あらしめ られて, 

それ故 に寂静で あ り, 寂滅で ある。 この静慮の方法 によって, 一切が この輪 において消

滅 し, そ の輪は意識 におい て消滅 し, か くして意識は対象が失なわれた ように見え る。

精神の 自性 に基づ き, それ故 に新た な創造が あ り, 精神は, Durga女 神であ る。か よう

に一殺那, 一殺那 に一切 は自己 の意識 におい て消滅す る。そ して再びそれを放射 す る。
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このよ うな者 は永遠 に Bhairavaと 共 に歩み(一 体化 する)。か くして 三叉戟 か ら4の

輻(araka)が 生起 し, 順次に5の 輻, 50の 輻, 64, 100, 1000, 無数の輻 をYoginは 了

知 し, 輻 を不異 の智 ある人 は修す。 意識 の主, 大い なる神 は意識 を出現 させた。 だが, 

少 し も惹起 させ る ものではない。 一切 の功能 の大 なる主権者で ある。彼 の功能は一切全

世界 である。功能 を持 つた も の は大 自在天 で あ る。 と, Mangalasastra において Sri-

kapaha は言 ってい る。 といい, 第 一の方便 の形 は静慮 である と Srisambhunatha (イ ン

ドラ神)は 私 に教示 し, 私 に満足 した。 彼のために善慧(Sumati)尊 が(教 示 した)。

この人 は, 他 の方法, 他 の静慮 に依存す るが, 無上の方便 であ る範であ るものに, 階程

な く赴 かしめる。」

以 上 の偶 文 に よ つてA. の 静慮 の 説 は, 内 在 的 超越, 個 我 と最 高我 との合 一, 

真 の 自 己 の発 見 が直 観(pratibha)で あ り, 神 の 中 に本 来 的 にあ つた 自己 を再 認 す

る こと で一 切 に神 をみ る もの で あ つ て, 世 界 を幻 化 迷妄 と して 否 定 して い な い。

内 外 の 区 別 な き万 有 在 神 論 的 神 秘 主 義 と解 され る。 そ して世 界 成 生 の説 明Abha-

sa や Sakti, 数論説を依用するこの世界の現成の解説を含んでいるが, 具体的な

方法に欠けるものではない。例えばYogaの8支 のYama, Niyama, Asana, Pra-

nayafnaは 外面的意味をもつにすぎない4)。自己実現を常に追求し, そ のために

種々な方法が準備されている。その中で静慮は高度の修行者の方法である。浬繋

への到達がGltaで 説かれるように, 神の思寵が降るならば特定の成就法を修 す

ることなく真理を徹見できるのであつて, 生きている間に悟達が可能である。そ

の道が開けない人に儀式, 念諦, 神への帰依等の道が ある。こ うしたKashmir

のSaiva の全体の中で静慮のもつ方法的意義の重要さはGita注 のその実践的, 

動中の工夫的面 とTantraloka の理論的, 定中の工夫的面の双方によって提示さ

れている。Gitaの 全体からA. はYoginの 世界より無執着 の行為 を中心的主題

としてとり上げて多 くの注釈書の中にあつて最 も一貫 した見方 を示 してお り, 

G廊 にか くされたと称する意味をここに提示している。

なお』, 不殺生の問題(GitaXVIII, 17*)等 の現実態の分析や, Yoga-sutra や Gita

の他の諸注釈 との対比, 法句経から中観, 唯識学説までの仏教との関係, 西チベ

ッ トと Kashmir の Saiva との歴 史 上 の 交 渉 の 問題 禅 宗等 神 秘主 義 的行 の 問題

は 他 の機 会 に譲 る こ と にす る。(Text Pansikar Kashmir版 による)

*A. は 「一切 の事物 は法, 非法 の二 によ り区別 され理解 され てい る。然 し他 の人 々は智

慧 が完成 していないか ら不確実 な知識 によって主宰者 を考 える。離 繋 してい る人は業 を

なさない」 と解 するT。(岩 手大学教授)
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